
 

 

 

 

 

子どもたちの学力 

                                                                    校 長 平 川 惣 一 

 ６年生が４月に取り組んだ全国学力・学習状況調査。その速報値が届きました。正答率です。 

 全国 東京都 一之江小 

国 語 ６７ ７０ ７２ 

算 数 ５８ ６４ ６３ 

理 科 ５７ ６０ ６０ 

 この調査では国語、算数、理科の問題の他、いくつかのことを子どもたちに尋ねています。その質問の全

国の結果の一部も速報として公表されています。 

Ｑ自分によいところがあると思いますか（当てはまる４７．４％ どちらかと言えば当てはまる３９．６％） 

Ｑ友達関係に満足していますか（当てはまる６４．２％ どちらかと言えば当てはまる２７．５％） 

Ｑ先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 

（当てはまる５５．３％ どちらかと言えば当てはまる３６．９％） 

Ｑ普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか 

（当てはまる５４．５％ どちらかと言えば当てはまる３８．４％） 

Ｑ学校の授業時間以外に、普段から（月～金）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（塾等含） 

 ・３時間以上１２．４％    ・２時間～３時間１２．９％  ・１時間～２時間２９．０％ 

 ・３０分～１時間２７．３％  ・３０分以下１２．８％    ・全くしない５．６％ 

  

 学校では子どもたちのさらなる学力向上に向け、以下のようなことを進めていきたいと考えています。 

○暗記するだけでなく、自分で考えることを大切にして、本質的な理解につなげる。 

○「教える」だけでなく、子どもたちが「気付く」ような学習を大切にする。 

○自分の言葉で表現するという機会を積極的に設ける。 

○座学だけでなく、活動や体験を取り入れる。 

○テストに向けての学習や、テスト後の分析、苦手の克服などを進める。 

○問題量を十分に確保し、反復練習を行うなどしながら基礎の定着を図る。 

 子どもたちが自ら考えたり、自分の言葉で表現したりするには一定の知識や理解、基礎的な学力が必要で

あると考えます。また、子どもたちが「やらされている」という思いばかりをもっているようでは、力の伸

びを期待することが難しくなります。学校での授業、朝などの学習、放課後補習などを通して、基礎の定着、

考え表現する機会の確保などをバランスよく進めていきます。 

 学校での授業の時間は１年生で約８５０時間、６年生で約１０００時間です。仮に家庭で平日２時間、年

に２００日勉強したとすると１年間で４００時間になります。たとえば、６年生で、家庭で学習する子は、

学校と家庭で年に１４００時間学習し、全くしない子は１０００時間ということになります。家庭で取り組

む子と取り組まない子では１．５倍近くの違いが出てくるわけで、これは学力にも大きな影響を及ぼしてい

きます。また、単なる時間だけでなく、家庭で学習する習慣を身に付けるということに大きな意味、価値が

あります。ご家庭でのご協力も何卒よろしくお願いします。 

 

国では子どもたちの自己肯定感や満足度などと学力との相関関係なども分析を進めています。調査の結

果の詳細が届きましたら、学校でも分析し、今後の取組に活かしていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

★１０月より、月行事予定表、献立表については配信、ホームページへの掲載とともに、紙ベースでも配布させ

ていただくこととしました。（両面になっています）よろしくお願いします。 

 

 学校だより 
令和 7年９月３０日（火） 

江戸川区立一之江小学校 

校 長  平川 惣一 

１０月号  

＜教育目標＞ 

○進んで学習する子 

○思いやりのある子 

○明るく元気な子 

＜ １０月の月目標 ＞ 

○生活指導 学校のきまりを守ろう 

○保健目標 規則正しい生活をしよう 

○給食目標 準備や片付けをみんなで協力しよう 


